






























っている。世界で日本語を学ぶ学習者の数は 2012 年には 3,985,669 人，2015 年には 3,655,024
人にのぼったが（国際交流基金調べ1）が，その学習目的として「マンガ・アニメ・J-POP が好
きだから」「歴史・文化等への関心」が上位にあがってくる2。実際，本稿の筆者が携わっている
























有効性を探ることにした。研究期間は 2 年を予定しており，1 年めの 2018 年度は準備段階とし
て研究協力者とともにワークショップの内容を考案するとともに，教師向けワークショップを開





いる。たとえば American Council on the Teaching of Foreign Languages (ACTFL) が 1999 年 
に打ち出した『外国語学習スタンダーズ』‟Standards for Foreign Language Learning in the 
21st Century”において，外国語学習の目標領域を Communication, Cultures, Connections, 





Gain Knowledge and Understanding of Other Cultures 
Standard 2.1 Students demonstrate an understanding of the relationship between the 
practices and perspectives of the culture studied. 
Standard 2.2 Students demonstrate an understanding of the relationship between the 
products and perspectives of the culture studied. 
3 上田宜照（うえだよしてる）：能楽観世流シテ方。1988 年生まれ。 















ここで，本研究は“Big C” culture と“little c” culture について，母語話者にとってどのよう
に感じられるものであるか？という観点から両者を対比させてみたい。 
ある言語の話者にとって，“little c” culture はその言語が使用されている社会の中で，成員間
のコミュニケーションの成立を支えているものである。つまり，“little c” culture はその言語社
会の中で生きていく上で必須のものであり，必ず獲得しなければならないものである。そして，
その獲得は日常生活の中での経験の積み重ねによって可能である。これに対して，“Big C” 
culture は，一般的な社会人にとっては必ずしも獲得が必須というものでもない。“Big C” culture
はいわば趣味の分野に入るものであり，たとえばある文学作品を読んだ経験があるかどうか，ま
たは茶道等の素養があるかどうかはある種のステータスになりこそすれ，それがすなわち，その
社会で生活していけるかどうかを分けるものではない。また，“Big C” culture が日常生活に密
接に織り込まれているということは通常は稀で，その言語の母語話者にとっても“Big C” culture 





表１：母語話者にとっての“Big C” culture  と“little c” culture 
“Big C” culture “little c” culture 
母語話者にとって 「異文化」でもありうる 自分の文化 
日常生活の中に 基本的には「ない」 必ず存在する 





獲得したら ある種のステータスになる 獲得して当たり前 






6 『外国語学習スタンダーズ 日本語翻訳版』p.38 より 


































































































































































































































日時 2018年8月25日（土）13:00～16:00 2018年9月8日（土）13:00～16:00 
場所 甲南大学iCommons 茶室 甲南大学iCommons 能楽・歌舞伎練習場
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